
このたびは、当社の製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
この商品は消防法の規格に基づく各種の試験に合格した国家検定品です。

　　　ご使用の前に、必ずこの取扱説明書をお読みください。
　　　正しくお使いいただくために、内容をよく理解したうえでご使用ください。

●この取扱説明書はいつでも使用できるところに保管してください。
●この製品は定期的な保守点検を必ず行ってください。

ＴＮ５１７６９

 発信機　　取扱／施工説明書

１．本書の表記

２．安全上のご注意

　１－１．警告表示について

　１－２．本文中の表記について
自動火災報知設備を施工、保守点検、修理する業者を保守点検契約先、また、
実際に施工、保守点検、修理する人を保守点検者と表記しています。

ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、お客様やほかの人々への危害や
損害を未然に防止するためのものです。ご使用になる前に、「安全上のご注意」をよくお読
みください。

機器が故障したときは、すみやかに保守点検契約先に連絡してください。
故障を放置すると正常に機能しません。

警告表示は、警告文と警告レベルを示す記号の組合せで表示されます。

３．保守点検について
　３－１．定期点検のきまり
自動火災報知設備は、非常時に正しく動作させるために、定期的な保守点検が必要です。
消防法では、防火対象物の関係者（建物の所有者、管理者、または占有者）に対して、定期
的な保守点検の実施およびその結果を報告するように定めています。

４．取扱方法
　４－１．火災を発見したら

５．梱包箱内の付属品など
梱包箱の中には次の付属品が入っています。梱包箱をあけた際には、まず
付属品がそろっているか確認してください。

７．取付位置について
発信機は押しボタンの中心が床から
８００mm以上～１５００mm以下
の位置となるように設置してください。

８．電線について
電線は必ず下記の電線を使用してください。
　単   線：φ０．５～１．６mm
　より線：０．５～２．０ｍ㎡

電線の剥き長さは約１０mmとしてください。

６．各部の名称とはたらき

※Ｐ型２級発信機には、電話ジャック・応答灯（赤）が付いていません。

〇押ボタンの中央部を押します。
　●押ボタンが凹みます。
　●応答灯※が点灯し、受信機
　　の警報音が鳴動します。

９．接続方法

１０．仕様　９－１．Ｐ型１級発信機：ＦＭＭＪ１０２シリーズ

　９－２．Ｐ型２級発信機：ＦＭＭＪ２０２シリーズ

　４－２．火災が鎮火したら

〇ジャックカバーをあけ、カバー内
　のリセットレバー（水色）を上に
　押し上げて、通常の状態にします。
　●発信機を通常の状態に
　　戻した後、受信機の復旧
　　スイッチを押します。

　４－３．点検時に受信機を呼び出すには（Ｐ型１級発信機のみ）
〇ジャックカバーをあけて、電話ジャックに受信機付属の送受話器のプラグ
　を差し込みます。
　●受信機を呼び出し、受信機側が出ると通話できます。

　３－２．保守点検する会社について
自動火災報知設備の保守点検には、専門的な知識と技術を必要とするため
に、消防法では資格制度を設けて、点検有資格者が行うことと定めています。
保守点検契約先と契約を結び、有資格者（甲種消防設備士、乙種消防設備士、
消防設備点検資格者）による保守点検を実施してください。

なお、消防法によって定められている自動火災報知設備の定期点検と報告の概要を以下
に示します。

◇2

種別

型名

構造

国検型式番号

検定種別

定格電圧・電流

監視時消費電流

応答灯

使用温度範囲
 
接続可能受信機

主材

質量

Ｐ型１級発信機

埋込型

－

DC30V、500mA

FMMJ102-U FMMJ102-UW

発第２６～１号

屋内型

－１０～５０℃

当社製Ｎ－１８およびＳ－１５
回路以降のＰ型１級受信機

ポリカーボネート系樹脂（赤色）

１３０ｇ

発第２６～２号

屋外型

－２０～７０℃

１３７ｇ

Ｐ型２級発信機

FMMJ202-U FMMJ202-UW

発第２６～７号

屋内型

－１０～５０℃

当社製Ｐ型２級受信機

１３０ｇ

発第２６～８号

屋外型

－２０～７０℃

１３７ｇ

赤色発光ダイオード

種別

型名

構造

国検型式番号

検定種別

定格電圧・電流

監視時消費電流

応答灯

使用温度範囲
 
接続可能受信機

主材

質量

Ｐ型１級発信機（Ｒ型用）

埋込型

約０．２５ｍＡー

DC30V、500mA

FMＲJ102-U FMＲJ102-UW

発第２６～３号

屋内型

－１０～５０℃

当社製Ｎ－１１およびＳ－１１回路
以降のＰ型１級受信機、Ｒ型受信機

ポリカーボネート系樹脂（赤色）

１４５ｇ

発第２６～４号

屋外型

－２０～７０℃

１５２ｇ

Ｐ型１級発信機（アドレッサブル）

FMＢJ102-U FMＢJ102-UW

発第２６～５号

屋内型

－１０～５０℃

当社製Ｒ－２２シリーズシステム／
Ｒ－２４シリーズシステム用受信機

１３５ｇ

発第２６～６号

屋外型

－２０～７０℃

１４２ｇ

赤色発光ダイオード

Ｐ型１級受信機

C

L

A

T

発信機

感知器または
次の発信機へ

A TLC

Ｒ22/24 型受信機

S+

S－

T

発信機
TS-S+

Ｐ型２級受信機

C

L

A

発信機
ALC
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0
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ｍ
ｍ
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Ｒ型受信機

A

T

TC

発信機
A T AC TCLC

S+

S－ S-

S+

L

C

中継器

　９－３．Ｐ型１級発信機（Ｒ型用）：ＦＭＲＪ１０２シリーズ

　９－４．Ｐ型１級発信機（アドレッサブル）：ＦＭＢＪ１０２シリーズ

Ｐ型１級受信機

C

L

A

T

発信機
A TLC

Ｐ型１級発信機　
Ｐ型１級発信機（Ｒ型用）
Ｐ型１級発信機（アドレッサブル）
Ｐ型２級発信機

保守点検者以外は機器内部に手を触れないでください。感電・故障のおそれがあり
ます。

機器のまわりに物を置かないでください。緊急時の操作に支障をきたします。

ジャックカバーは操作後必ず閉じてください。引っかけてケガをする、または機器内
部にゴミや水などが入り、故障の原因となります。

ジャックカバーは操作後必ず閉じてください。引っかけてケガをする、
または機器内部にゴミや水などが入り、故障の原因となります。

機器を分解・改造しないでください。感電・故障・発火の原因となります。

機器は必ず手で操作してください。手以外では確実な操作ができず、機器を破損す
るおそれがあります。

保守点検者以外の人は、受信機や付属設備などの分解や修理をしないでください。
故障の原因となります。

屋外型の機器であっても、直接水をかけないでください。故障の原因となります。

受信機の電源を入れた状態で、配線・取り付け・結線をしないでください。故障の原
因となります。

◆取扱／施工説明書（本書）・・・・・・・１枚　◆防雨パッキン（ーＵＷ：屋外型のみ）・・・１個

受信機の電源を入れた状態で、配線・取り付け・結線をしないでくだ
さい。故障の原因となります。

汚れは、水でうすめた中性洗剤をやわらかい布にひたし、よく絞ってからふき取って
ください。ベンジン、シンナーなどの薬品は引火性があるため危険ですので、使用し
ないでください。

本防災システムは法の定めるところに従って、必ず定期点検を実施してください。こ
の定期点検を怠ると火災時に正常に機能しないおそれがあり、その責任を問われ
ることがあります。

AC TC

ジャックカバー

リセットレバー（水色）
●押し上げると押ボタンが戻り、
　応答灯（赤）が消灯します。

押ボタン
●押すと受信機へ火災信号を送ります。
　（押ボタンの戻し方は「火災が鎮火
　  したら」を参照してください。

電話ジャック※
●受信機との通話に使用します。

応答灯（赤）※
●受信機が発信機からの火災信号を
　受けたことを点灯で知らせます。

危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをした場合
。すまいてし分区につ2の」意注「、」告警「、を容内るあがれそおるじ生に

警告 取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うか、防災機能の一部に重大な悪影響を及ぼすおそれがあることを示しています。

注意
取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うか、防災機能に悪影響を及ぼすお
それがあることを示しています。また、防災機能を長期にわたって有効に活用す
る上で、ぜひ守ってほしい事項について示しています。

警告・注意を促す内容があることを示しています。

禁止内容を示しています。

行為を強制したり、指示したりする内容を示しています。

 ■ 警告文

 ■ 記号

 ■ 定期点検について

定期点検の種類 定期点検の期間
機器点検 6か月
総合点検 1年

 ■ 結果報告について
防火対象物の種類 報告期間
特定防火対象物 1年に1回

特定防火対象物以外のもの 3年に1回

感知器または
次の発信機へ

感知器または
次の発信機へ

感知器または
次の発信機へ

感知器または
次の発信機へ

DC24V、200mA

※Ｐ型２級発信機の場合、
　応答灯はありません。

受信機の復旧スイッチを押す前
に発信機を通常の状態に戻す必
要があります。

TC

TC

注

－

受信機

ＦＭＭＪ１０２－Ｕ／－ＵＷ
ＦＭＲＪ１０２－Ｕ／－ＵＷ
ＦＭＢＪ１０２－Ｕ／－ＵＷ
ＦＭＭＪ２０２－Ｕ／－ＵＷ

リセットレバー（水色）

点検等で作動させる場合は、連動している設備の内容を十分確認して操作してください。
不用意な操作は機器類に損害を与えたり、人に危害をおよぼすおそれがあります。

PFC

PF PF

PFC

１Ｆ型中継器の場合、
ＰＦＣ／ＰＦ端子はありません。

注

注
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ADDRESS

ERROR
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5
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×100 ×10 ×1 ENT

P-AT(AD60)
P-AT(AD30)

R15/21
R17/1100

R22/24/Marine/Integlex

PWR

TYPE

１１．取り付け方法について
　１１－１．発信機の取り付け

　１２－１．FZPJ007型プロテクタの取り付け

　１２－２．FZP013ｰL/ｰH型プロテクタの取り付け

　１１－３．アダプタプレート（別売）と発信機の取り付け

　１１－４．リング型表示灯（別売）と発信機の取り付け

　１１－２．露出ボックス（別売）と発信機の取り付け

注

　　　　　ボックス
中型四角アウトレットボックス

大型四角アウトレットボックス

２コ用スイッチボックス
（カバー付）

　　ボックスカバー
塗代カバー⑤（丸孔）
大型四角２コ用スイッチ
カバー

　　取付ピッチ
６６．７×６６．７

８３．５×４６

　　　　　　ボックス

大型四角アウトレットボックス

２コ用スイッチボックス（カバー付）

　　ボックスカバー
大型四角２コ用スイッチ
カバー

　　取付ピッチ

８３．５×４６

注

注

P15.06

発信機の取り付けは、壁面・埋込式です。

（１）ジャックカバーを開け、プレート止めネジ（１ヶ所）を
　　  ゆるめてプレートを取り外します。

（２）本体裏面の端子カバーを開け、下側にあるネジ式端子台
　　  に結線を行います。

（３）壁面（板金など）に取付ネジ（２ヶ所）にて本体を固定します。
　　  （使用ネジ：M4ネジ）

※防雨パッキンは屋外型のみに
　取り付けます。

（４）プレート止めネジをしめて、プレートを本体に固定します。
　　　埋込ボックスへの取り付けはできません。
　　　埋込ボックスへ取り付ける場合は、アダプタプレート（別売り）
　　　を用いて取り付けてください。

（５）ジャックカバーを閉めます。

別売りの露出ボックス（ZBMJ002-R 型）と発信機を組み合わせることで、
発信機を壁面・露出型として取り付けることができます。
■適合ボックス■

（２）ボックス中央の電線引込孔から配線を引き出し、ボックスを取付
　　  ネジで壁面に固定します。

（３）互換プレート中央の電線引込
　　  孔から配線を引き出します。

（５）化粧プレート中央の電線引込
　　  孔から配線を引き出します。

（７）互換プレートに化粧プレートと発信機を固定ネジで固定します。
　　  （使用ネジ：M4ネジ）

別売りのアダプタプレート（ZBMJ002-U/ｰUW型）と発信機を組み合わせる
ことで、発信機の外径がφ140 になります。取り付けは、壁面・埋込式です。
アダプタプレートは、互換プレートと化粧プレートで構成されています。
■適合ボックス■

（１）互換プレート中央の孔に配線を引き出します。

※防雨パッキンは屋外型のアダプタプレート（-UW型）に付属しており、
　屋外型のみに取り付けます。

（２）化粧プレート中央の電線引込
　　  孔から配線を引き出します。

（４）互換プレートに化粧プレートと発信機を固定します。

別売りのリング型表示灯（FLPJ004/-W 型）を設置する場合、発信機を
リング型表示灯に取り付けます。リング型表示灯は、壁面・埋込式です。

（１）屋外に設置する場合、
　　  リング型表示灯の防雨
　　  パッキンを図の位置に
　　  貼り付けます。

※防雨パッキンは屋外型の
　リング型表示灯（-W型）
　に付属しています。

（４）発信機およびリング型表示灯の結線を行います。
屋外に設置する場合、リング型表示灯および発信機は屋外型を
使用してください。

１３．アドレス設定について（FMBJ102型のみ）
FMBJ102 型発信機はアドレッサブル発信機です。アドレス設定器を
本体裏面にある端子カバー内のネジ端子に接続してアドレスを設定し、
受信機との整合性を取ってください。（信号線 (S+,S-) は有極性です。）
1～ 255 までのアドレスを設定できます。

プレート止めネジ

プレート

指をかけて

端子カバー

手前に引く

ネジ式端子台

壁面（板金など）

防雨パッキン※

取付ネジ

互換プレート

化粧プレート

固定ネジ※

側面図全周にコーキング処理

防雨パッキン※

互換プレート

取付ネジ

（３）発信機を取り付けたリング型表示灯を取付板金に裏面から取り付け、
　　  フランジ付ナット（４ヶ所）で固定します。

●取付板金にあるスタッドを
　リング型表示灯の四隅にある
　取付孔に差し込みます。
●フランジ付ナット（４ヶ所）
　で固定します。 取

付
板
金

（
裏
面
）

発信機および
リング型表示灯

フランジ付
ナット※

防雨パッキン

プロテクタ
固定ネジ

保護網
ベースプレート

取付ネジ

プロテクタ

プレートを外した状態
（正面図）

Ｓ＋端子
Ｓ－端子

FMBJ102 型発信機（背面）
アドレス設定器
（FZAJ004-P または FZA012A）

（２）発信機とリング型表示灯を
　　  取付ネジで固定します。

※屋外に設置する場合、リング型表示灯と発信機の間に、屋外
　型発信機に付属される発信機用防雨パッキンをはさみ込んで
　設置してください。

固定ネジ※

固定ネジ※

●他機器とアドレスが重複しないようにしてください。
●アドレス設定はバラ線を使用して発信機とアドレス設定器を
　１対１で接続してから行ってください。
●発信機を他機器と接続したままでは、正しくアドレス設定が
　できません。
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強く押す

取付寸法図

露出ボックス正面図
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(b)46

電線
引込孔

(a)：JIS C 8340
　 中型四角塗代ｶﾊﾞｰ⑤用
　 取付ﾋﾟｯﾁ
(b)：JIS C 8340
　 2 個用　ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽｶﾊﾞｰ用
　 取付ﾋﾟｯﾁ

(a)66.7 取付寸法図

取付寸法図

（１）壁面に孔をあけます。（取付寸法図参照）

上下を間違わないよう
露出ボックス上部の
表示マーク（　 上）が
上にくるように
取り付けてください。

壁面
露出ボックス

取付ネジ

表示マーク

（４）互換プレートとボックス
　　  を固定ネジで固定します。
　　  （使用ネジ：M4ネジ）

（６）発信機の結線を行います。

（８）屋外に設置する場合、
　　  壁面と露出ボックスの
　　  接合部（全周）にコー
　　  キング処理を施してください。

（１）プロテクタ固定ネジをゆるめて保護網を取り外します。

（２）ベースプレートを発信機と壁面の間にはさみ、 発信機と共締めします。
（３）プロテクタ固定ネジをしめて、ベースプレートに保護網を固定します。

（１）壁面に孔を３ヶ所あけます。（取付寸法図参照）

（２）プロテクタを取り付けます。
　　  （使用ネジ：Ｍ４ネジ）

取付寸法図

注

※フランジ付ナットはリング型表示灯に付属しています。

（３）発信機の結線を行います。

上下を間違わないよう露出ボックス上部の表示マーク（　 上）
が上にくるように取り付けてください。

注

屋外に設置する場合、アダプタプレートは屋外型（-UW型）を
使用してください。また、発信機は屋外型を使用してください。
アダプタプレートを使用する場合、発信機に付属される防雨パッ
キンは使用しません。

表示マーク

取付ネジ

発信機用防雨パッキン※

取付ネジにはワッシャーを
付けないでください。ネジ
とプレートが干渉してプレ
ートが取り付けられなくな
ります。

注

１２．プロテクタ（別売）の取り付けについて

　　　　種　別

発信機　
　

薄型表示灯
露出ボックス付発信機　
アダプタプレート付発信機
リング型表示灯付発信機

　　　　型　名
FMMJ102ｰU/ｰUW
FMMJ202ｰU/-UW
FMRJ102ｰU/-UW
FMBJ102ｰU/-UW
FLPJ002/ｰW
ZBMJ002-R＋発信機
ZBMJ002ｰU/-UW＋発信機
FLPJ004/ｰW＋発信機

プロテクタ型名

FZPJ007

FZP013-H
FZP013-L
適用製品なし

■プロテクタ適合機種■

リング型表示灯

（１）壁面に孔を２ヶ所
　　  あけます。
　　 （取付寸法図参照）

（２）互換プレートを取付ネジで
　　  壁面に固定します。

【屋内設置の場合】

【屋外設置の場合】

（２）プロテクタ固定
　　  ネジをゆるめて
　　  保護網を取り外
　　  します。

（３）プロテクタ固定ネジをしめて、壁面に保護網を取り付けます。

取付寸法図
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2-Ｍ４

3-Ｍ４

注 屋外に設置する場合、発信機は
屋外型を使用してください。
露出ボックスを使用する場合、
発信機に付属される防雨パッ
キンは使用しません。

※固定ネジは出荷時に露出
　ボックスに取り付けてあ
　ります。

※固定ネジは出荷時にアダプタプレートに取り付けてあります。

注 ベースプレートは使用しません。

互換プレート化粧プレート


